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エアバ ッグ用ガス発生器

大 戸 十三堆事

火工晶も唖々の用途が研究.開発されてきたことは喜ばしいことである｡その一つとして自

動車の乗員免護のためのヱ7バッグにも火工晶が応用されている｡

ここでは.エアバッグの開発.穀晶化の歴史を何科こ述べ.ガス尭生半を主体に現在の状況

について,その構造,放任,使用されている火薬柄,ノーカーについて述べる｡

t. はじめに

火工晶といえば,火薬･爆薬を点火させるために用

いられる導火線.=薬餌菅などをさしていたが.短い

時間で大きなェネルギーを発生する,コl/パクトな設

計が出来る等の特散を生かし.火薬の安全技術の向上

と相まって唖々の用途の火工品が開発されてきた｡例

えは,F'ケ,トの点火･分鮭用火工品,腎放･塚路等の

結石破砕等,救鞍用火工晶帝である｡

その中の一つに,自動串の衝突時の発見保蕃用に開

発されたエア.(サグシステムがある｡ここでは.エア

バッグシステムに用いられるガス尭生鮮(以下イ1/7

レークという)について述べる｡

2.エアJtッグとは

一首で言えは.自動中が析突した時に乗員が抑こ移

動して来るのを受ける一袋'である｡例えは,中速

50bl爪で衝突すると,自動串は止まるが内部の発見

IltF性{･前に紛14mJsのスピードで飛び出してくる｡

高速衝突時には.ベルトを演者していても,甚だしい

場合は顔面がステ7リングにあたり,あるいは腹部に

貯青が及ぶなどの事例がある｡これを袋(以下′くッ〆)

で受けようというのである｡従って,発見が-./ドル

やフfZソトガラスにあたるまでの問にバッグが開いて

受け止める必要がある(図1エ7,㌧ 〆展開況状)｡こ

の.(サグを膨らますためのガスを発生するのがイ'/7

レ-タである｡ガスはポ'/べに入れたN2等を使用す

るタイプと.ガス発生剤を使用するタイプがあるが,

現在はほとんど後者のタイプである｡

3. エアJtッグBF)発の動向

エアJiッ〆の開発と製品化を促進したのは,何をお

いても.FMVSS208頃(FderalMotorVehicleSafe-

tyStandards;米国連邦自助串安全基町)の功攻が一番

であろう｡

米政敵 王1984年にFMVSS208項の受動拘束システ

ム栄位義務付け要件の導入を決定した｡受動拘束シス

図 1 エアJ:ック展開状況テム裳匿というのは.エア

バッグ又はパッシブシートベルト(発見がわざわざシ

ートベルトを装着する行為なしに,自動的にベルトが装著されるシ

ステム)のことである｡その装着年と割合を国2に示す｡
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1994年図 2 FMVSS208項の装着或

坊付け要件しかし,この益申制定以前にもエ7

.㌧ 〆装着の動きはあった｡1969年米政府に上りエ7

,㌧ 〆法制定の撫秦があり,閑適企業のエアバッグgf

薬-の参入が相次いだ'｡GMは1974年～76年-7.こ,〆装着中を初め

て収死した｡また.1977年には.前妃FMVSS2

08項について1982年型坤の一部より施行を虫務付け

たが.装かこよる自助中の大巾なコスト7,プが原田{

･,その築鹿が延期された｡この間.多くの企菜が参

入と撤退を繰り返してきたが.殆どの企薬がこの時点で開発

を硬結した｡しかし,この間にもPfl苑を焼けてきた企

業もあ.?た｡べ･/ツ111981年エア.i,〆装着率を尭免.1

985年11月より米国市場で摂中濃

侍としている｡国内では.1987年本田技研が米国向けL,･

i;王-/ドに装着を始め.同年国内向けにも駿先を

開始している｡以挽再び.ェ7.くヶ〆の開発･単品

化が敢化し,良助中J-カーも相次いで採用を始

めてきている｡4.イン

フレータの櫨環占7,㌧ タの分析方法は色 あ々るが,イt

/7I,-タをもとに考えると次の様

に分析される｡運転貯用IfE免甘火

式.按挽屯火式助手席

用一旬先君火式4.1 遭転庸用t気着火

式インフレータ現在麓かされているエア,:,タの多

くはこの方式である｡システムは大きく分けると, 1

)衝突を感知し倍号を出す七./サー.2)七･/サーの

倍号を受けバッグを展粥するかどうか判斬する診断裳

臥 3)診断義政の柑示を受けてガスを発生するイ･/フ

レータ,4)インフレ-タからのガスにより膨らむJ:ッタから

成っている｡このタイプ11.七t/サーの位位を自

由に設計出来る利点がある(図3ェ7J:ヅ〆

システム例)｡代喪的なイ･/フレ-タの構造を図

4-6に示す｡I-カ-により形状･材質等の相速はあるが作動のメ

回3 エアJ:,〆システム例カニズムは同じ{･ある｡

着火喝比に上りスタイプが鬼火する｡伝火薬を昆

てガス発生剤が伝放しガスを発生する｡ガス



囲6 ダイセル･.tイ7ティ･システムズ/TRW製イ

ンフレータフィルタ図7枚枕着火式イl/フレー

クが遁いため,まだあ

まり採用されていない｡図8にその構造例

を示す｡4.4 性能･駄験等

ガス噴

出口囲8助手席用電気肴火式イt/フレーク
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図9代表的な604タl/タ圧力例

イ･/フ レークの性能は通常,
所定のタ'/ク内で発生

するガスの圧力を潤定することにより得られる｡タ'/

タ圧力曲線の例を回9に示す｡
また
,
イー/フレークは,
自動串という市販の商品に

装着され るた8
,
倍転

性,安全性が強く要求される｡イ'/フレークの

認定就敦及び安全性拭験の例を袈1,2に示す｡衷 1 イ'/フレークーの鑑定釈放例

項 目 内 容振動試敦 高温.常軌 低

温各温度において,共振周波数.スイープ.ランダム振動を行なう衝撃就

鼓 各温度において,萌牢をかける落下妖輸 120-1504の高さよりコンク))-ト又

は鉄板の上に落す負圧許換 低温低圧-常温常圧のサイク

ルを繰り返す温度故匿紬 低温又は布乱で長時間放匠する

温度サイクル釈放 低温-高温..低

温のサイクルを繰り返す湿度.温度サイクル妖験 高温高

湿-.常温のサイクルを繰り返す湿度試故

高温高湿で長時間放任する熱衝撃訳換 短時間

に低温一高良一低温のサイクルを繰り返す社台就験 上記釈

放をいくつかぬみ合わせたものモニター通電釈放 モニタ-屯苑を

長時間印加する耐静電気釈放 静屯先lこ対して不時発火しないことを確

改する耐電由波停車釈放 屯融液酔啓に対して不時尭火しないことを確認するタ
1



鼓2 インフレーターの安全性紬

明 日 内 容

外史耕遵柵 堅固-Cあり.通常の方法で札 分解して内容物を取り出せないことを桐

ベる通常点火柵 通常点火をした均合に構造物の破損がないこと

を調べる落槌瓜庇妖軌 一定の枚枕的打撃{.はガス発生菅が反応を開始せず,損俗がなく.本来の性蛇を維持している

ことお粥ベる定温加熱妖験 -定温EE.-定時間の加熱ではガス発生韓が反応を開始せず.冷却披ガス
尭生野が本来の性縫を維持

していることを弼ベる振助釈放 -定時間.一定の振動サイクルを受けたガス発生撃が本来の性比を

維持していることを網ペる伝火柵 ガス尭生野の点火による魅境が上下酔壊した他のガス先

生歩に伝播しないことを調べる外eS火災就故 隣凄したガス先生哲が外部火災に包まれた場合に.2つ以上のNス先生皆が同

時に爆苑しないことを的ベる｡伝慢性妖故 ガス発生剤が.爆ごう伝播を短こさないことを

弼ベる妾3 代表的なガス発生剤の担成

例メーカー 化学成分 反 応 式 ガス尭生見A杜 NaN3,CtlO 2NaN3+CtLO

-Na20-Cu-3Na 1.41(moV100g)B杜 NaN3,MoS2S 16Na

N3+3MoS2+2S-8Na2S+3M〇十24N2 1.51C 杜 NaN3,KNO3SiOZ 10NaN3+2KNO3+SSiO2-5Na20.K20.5SiO2+16N2

1.40図 10 スタイプの構造5. インフ

レータに使用さtLている火藻類5.1スクイブ

スタイプは電気着火式イ･/フレータを構成

する部品の中でも点ZB蛮恭品の一つであり.君火性能

はもちろん高庇な倍蚊性.耐環境性を要求される｡

代演的な構造を図10に示す｡スタイプに通電される

と.ブ)),ジワイヤが尭熟し.掛こより着火しやすい点火薬が発火

.ケースを破って伝火薬に着火させる.使用される火薬

軌は.Zr瓜CIOl系が主菰となっている｡}-カーは0EA(

栄)取のものが多く使用されているが,NCS(也).

ICI(栄),SDI(栄)でも製造されている｡国内では中国化薬が私道している｡ 5.

2 伝火薬スタイプの火炎を受けてエネルギーを増し.ガ

ス発生剤に火を着ける役目をもつもの

である｡火薬としては,ⅣKNO)系の珍重又I土

塀粒窮が使用されている｡5.3 ガス発生苅

バ,〆を膨らますためのガスを発生する主刑である｡

各社共研究を皿ねている庇軍政

密中朝であり.正確な内容は分かっていないが.文献

･特肝軌こより調査した括果11表3の通りである｡
発生するガスが人体に無智であり.止血当たり

のガス発生丑が多くなけ



(NaNS)が用いられている｡NhN3を分解する酸化剤

にはイl/7L,一夕J-カーによって唖々のものが採用

されており,バラエティに雷んでいる｡主として金属

酸化物.過塩素酸塩.研酸盤,金属缶化物が用いられ

ている｡NaNJに代わる物質としてテトラ･/-ル糸物

質が注Elされており.現在重んに研究されている｡

形状はべレ,ト状,ディスク状その他Gh々 のものが

ある｡

5.4 到来可管

横紙着火式イ'/フレ-タの着火に使用されている｡

遜常の銃用仰軌こ比べ甘火エネルギーが少なくてすむ

図 11 刺突宵管の栴逝衷4 国内のインフレータノーカーの

状況状

況ダイセル･七イフ

T ィ･システムズ

モートンエ+こし

旭化成

日本化薬日本工洩 ダイセル化学工粟がt股立｡屯先哲火式はTRWより技術勾入し,機

械廿火式は自社技術により開発し.生産を行っている｡ トヨタ自

助串に販売している｡モートー/サイオコールとE]本油脂の合弁により設立｡モート'/サイ
オコールよりイ･/フL,-タを鳴入し.日産自助中を始め

各社に取死している｡バツg'の商品化を完成した｡イー/フレークは過去に研究開発した実抗があり.現在も新

たに開発中である｡七'/サー･テクノt,ジーと共同IC投披式イ･/フレーターを開発中であ

る｡開発中である｡

と云う利点がある｡代袋的な構

造を図11に示す｡6. イ

ンフレータのメーカー国内では.ダイセル･七イ7テ

ィ･システムズがⅦ党着火式,損耗杏火式共 トヨタ自動

中に採用されている｡国内イl/フレータJ-カー

の状況を袈4に示す｡海外J-カーでは,TRY.モー

ト･/サイオコール.I:イエルl/へミーの3杜の製品が

自助QlJ-カーに採用されている｡その他.ブリード

.SNPE帝多くのメ-カーが粥尭･恥晶化を行い

,自動中ノーカーに碓り込みを回.?ているものと思われる

｡T.今後の勤向エア.ミックの今牧の市場奴較
であるが.先に述べたJく,シプシートベルトの採用さ

れる割合,米国以外でのエア,:サグ濃新潮合等変動要

田が多く正確な予軌 1田軽{.ある｡大略推定してみる

と.運転席だけとってふても.乗用中台政が米国1100万台

.西欧1200万台.E]本300万台であり.このうちェ

7.i,〆黄甘串を米国50%.西欧･日本各30%とすると1

000万台にエアJ(γ〆が装着されることになる｡

将来エアバッグシステムの価格を500ドルとしてみると

.世界全体で50倍 ドJL･の膨大な市場となる｡さらに

助手席. トラック馴こも採用されると100低 ドルを越え

る｡イ･/フレークがこれに占める此串Il故分の-程度{･あるが.それでも 世界の火薬J-カ-が日の色を

変えるに十分である｡しかし.免の増大と共にコス

トの低下も強く要求され 鉄面保葦だけに限ったユ7

バッグも出現し.技術も日進月歩である｡また.シー

トベルトに関してもガス発生苦を使用したリトラクタ

式シートベルトが拡大の便向にあり.自動中産薬に於けるガス苑

生苦の用途は広い ｡今後の裸噂としては.革新し

ていく技術,システムに対応し.ユーザーのニーズに

正掛こ答えるために,自助中メーカー.閑適部品ノー

カーと一体になった開先体制が必要であり.又開先に

は.従来の考えにとらわれない柔軟･迅速な対応も

心がけねばならない｡叔後に.これからも火薬技術

を生かした新用途が次々と出現し.茶界が発展していくことを

心から取っている｡
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GasGeneratorUsedinAirBag

byTomioOHTO●

Recentlyexplosiyeshvebo飢developedinyariotBpraCticaluses.Andit'sbecnalso

appliedtoc打PaSSCngerprOteCdonsystem, Àirbag■.

Nowadaysmanycarsarebeingequippedwithairbag.Incarcrush,airbagpreyentB

peoplefromhittingtosteeringwlleelorinstrumentpanelbybagcushionwhichisinflated

instantlywithgasjettingoutfromgasgeneratorayoidspassenger■sinjuries.

Inthispaper,wegivetheouth'neandthehistoryofdeyelopementEorairbagsystemat

first.ALterthatweexplainfunctionandstructureoEgasgenerator,explosivesusedinit,

reliabilitytestandmanufacturesoEit.AndfurtherTnOre.Wemendonthehttueprospectof

airbagbusiness.

(●DaicelSafety Systems,Inc.,1283-8 Umaba, hgawal血O,rboIP ,

Hyogo-ken,671-16,Japan)
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